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　　熱 帯林 生 態 系 に お け る炭 素循 環 の パ ラメ タ リゼ ー
シ ョ ン 　（そ の 3 ）

　　蒲生稔
＊

，前田 高尚，三 枝信子 ， 近藤裕昭 （産 総研〉，石 田厚，藤間剛 （森林総研），

Samreong　Panuthai （タイ），Warsudi （イ ン ドネ シ ア ），Maricar　M．　Aguilos（フ ィ リ ピ ン ）

　熱帯林 の 3サイ ト （サ ケ ラ
ー

ト、メ ク ロ ン 、ブ キ ッ トス ハ ル ト） で の 二 酸化
炭素 フ ラ ッ ク ス 観測 が 4年間継続 され て き た。こ こ で は 、パ ラ メ タ リゼ ー

シ ョ

ン を考慮 し た 炭素収 支 量 の 再計算を行 うp フ ラ ッ ク ス や生産 量 を気象や 植 生

データ で 表 現す る パ ラ メ タ リゼ ー
シ ョ ン は、COz フ ラ ッ ク ス 観測の 欠 測時 の 補

間方法 と し て 必 要 とな る 。
パ ラ メ タ リゼー

シ ョ ン は 、また、森林 生 態系 の 物

質 生 産 ・循環 の 機構 が 理 解 しや す く な り、そ れ に よ り、物質生産 の 環境 に 対

す る応答 を予 測 で き る よ う に な る と期 待 さ れ る。ま た 、こ れ に よ り、観 測 サ
イ トご との 比 較 も可 能 に な る。個葉 レベ ル で の 光強度 1一光合成 P曲線 は 図 1 の

よ うに 初期 勾 配 （量子 収 率 φ 〉 と光 飽 和 時 の 最 大 光合成速度 Pmax、非直角双 曲
線 の 凸 度 θお よび 暗呼吸速度 Rの 4 パ ラ メ

ー
タ で 表 現 で き る 。 こ こ で は 、個葉

の 光合成 の 生理 生 態学研 究 の 成果 の 群 落光合成 へ 0）適用 あ る い は ア ナ ロ ジー
と して 考え る。光合成速度 Pは 総生産 GPP と し、光 強 度 1を 受光 量 APAR 、暗呼

吸速度R を 生 態系呼吸R
。。と表現 して み る 。

P ＝（φ1 ＋ Pmax　−（（φ1十 Pn　2tX）
2 − 4φ1θPm　

x ）
o・5

）／2θ　一R
GPP 　・＝（φ翩 ノ〜＋ GPPm 。x −（（φAPAR 十 GPPmax）2 − 4φ翻 R θ GP   ）

o．s
）／2θ 一R

．

　月 ご との APAR ・NEE （生 態 系 純 交換 量 ） 曲線 か ら、ま ず 切 片 と して 、日出、あ

る い は 日没 時の 生態 系 呼 吸 R
． oを 求 め る。 日 中は気温Tが m 度 」二昇す れ ば、恥 は

2 倍 に な る と仮定 して R
。。

の 日変化 を求 め、 GPP ＝・NEE ＋R
  （T）か らGPP を 求 め た。

図 2 に 示 す よ うに 、直角 双 曲線 （θが 0） で 表現す る こ とが 、普 通 行 わ れ て い る 。

欠測補間 に使われ だ け な ら、な ん ら問題 と は な ら ない が 、Pm
、X あ る い は φを 実 際

よ り大 きめ に 設定せ ざる を得ない よ うで あ る 。

　サ ケ ラ
ー

ト （常緑 熱 帯 奉節林 、乾期 H −3月、
雨期 5−9月 ）の 4 年 間 の 4 パ ラ メ

ータの 月 月 変

化 を 図 3 に 示 す 。 こ の サ イ トは 成熟 し た 森林な
の に、年 積算NEE は 2001−2DO4年 で 各年一13．5，−
12．7，−14．9，・13．O　Mg 　C 　tha！yrと非常 に 大 き な値 と

な っ た。こ の 原因 と して、夜 間 の 林 間林 床 に 貯
留 した CO2の 移 流 が 考 え られ る。夜間の NEE と

u．の 関係 を求 め て み る （図 4 ） と、NEE は 旺．に
対 して 増 え続 け る ば か りで 、飽和 しな い の で 、

こ こ で は 、年間NEE が ゼ ロ に な る よ うに して、
NEE の 季節変化 をみ た（図 5 ）。そ の と き仮 定

され た 夜 間の NEE 量 は 各年、9．6，102 ，11 ．3，99
prnol　frn2fsとなる。総生産 GPP は 各年22．2，25．7，
26．7

，
24．6　Mg 　C 　tha！yrとな っ た

。

〔
ギ
ξ［
暑
職）

国

国

　u（m ／s）　　　 図 3

1魔短 rK．

i鬥7k ハ

｛［籖 ／

　 　 　 　 　 　 　 ＿tU

廼

董
8
腰
S
山

琶

塁
　 　 　 嘲 iflVrtlcμ 欄 」r阻 臨 血

，
k＞

…  ・　  
・　　 図 2

証　　　　　 N ・tr

j…　　　　　　　　　　＋†　　隅 紬 ngnl訂

龜i
尋
　

．｛
啝 b°塵a

L1●　「　2　　「　　●　　畠　1，　冒‘　層」　駒　　「鹽　齟　　り／の　　＿dゆの
拒 川 　   ・

・

il　 ， 鰾靄鶲欝
5　：　　　

マ
　　　　　　　　　　＝bAPAR ノ〔1＋ 翼APAR ）

謡　コ　　＝　　，　　ら　　ロ　　ロ　tl　　コ　い　ロロ　の

≡  ・　
・

バ

1羣　 　 ．　 R 曲 。 g。1。 ，瞬 廟 1。
i：　　　　　　 ．＋

　 　 　 　 　 　 　 GPPm 。R［2・S
鬲

1i

　
°

．禧　　　　 一＿』　，　　t　　，　　り　　　　コ　　ロl　／d　め　1コ　ロ

…一 ・　 4，t・

輩≡　 　 ． 　
R   啣 1a「 hyPS 岫

　 　 　 　 　 　 　 GPPL
． tcl．Si膏　　　　　　すや

i1　
や
　　　　 Φ x13

．菷　　　　 ＿、
　
’

塩 晶 Ll濫 尸
」
　 　 　 図 6

ブ キ ッ トス ノ〉 レ ト（熱帯多 雨 林 の 二 次林 ） は 多雨林 で あ る が 、鮎
一

戦 ／い

毎年 6 − 9 月 こ ろ乾季 が 現れ て い る 。 4パ ラ メ
ータの 変化 は　｝　　 i

複雑 で ある （図 6）。
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乾季の 初期 に 炭素 の 吸収 が 大きく、乾
’

m °L −
「 m

　　　　　　　　　　　 季 の 後 半 に は 吸 収 が 小

　　　　　　　　　　　 さ くな る よ うに み える

　　　　　　　　　　　 （図 7 ）。葉 面 積指数

　　　　　　　　　　　 は 乾 季 の 前 半に もっ と

　　　　　　　　　　　 も 大 きくな る。年積算
　　　　　　　　　　　 NEE は 2001−2004年 で 各

　　　　　　　　　　　年 、　−2．7．．6．1，

−4．0
，

−4．O

　　　　　　　　　　　Mg 　C ／ha〆yrで 、総生 産．

　　　　　　　　　　　GPP は 29．1，29．6，29．7，
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30．2MgC ／h  yr で あ っ た。

メ ク ロ ン サ イ ト （落葉熱

帯季節林） の 炭素収支 は

発 表 時 に 述 べ る。

図 5 ， 7 上 段 か ら日 降水量、
土 壌 水 分 量 、葉 面積指数、日

NEE ，日GPP を 示 す 。
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